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要旨 : 保護者支援から見えてくる保護者の現状を明らかにした上で，子どもを取り巻く環
境（とりわけ人的環境）に関する今日的課題について検討するため，保育者を対象とした
インタビュー調査を行った。その結果，保護者の価値観や考えが多様化し，保育者には様々
なクレーム対応に迫られることがあるが，それ以上に，複雑な事情を抱える家庭や人間関
係の希薄化が進む保護者への支援に苦慮し，保育者の心理的負担にもつながっていること
が明らかとなった。保育者は，こうした保護者の姿が，将来的な側面を含め，子どもの成
長過程に影響を与えていることを危惧しているが，子どもを第一義的に考える保育者と，
必ずしもそうではない保護者との間には齟齬が生じていた。これらのことから，子どもの
生活環境の安定化に保護者支援は重要な役割を果たし，子育て支援サービスの充実は必須
の課題ではあるが，その内容については，保護者が保護者としての役割やあり方を見失わ
ないよう慎重に検討していくことの必要性が示唆された。
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I　は　じ　め　に
厚生労働省によると，2012年の合計特殊出生率（1.41）が 2年ぶりに上昇傾向を示した一方で，
同年の出生数は過去最少（103万 7,101人）となり，依然少子化傾向が続いている1）。また，都
市部を中心に深刻化する待機児童問題や，核家族化の進行による子育ての孤立感・負担感の増加
をはじめ，子どもや子育て家庭をめぐっては喫緊の課題が山積しており，実行性のある支援策が
求められている。
こうした現状を受け，保護者が子育てについての第一義的責任を有するという基本的認識の下，
幼児期の学校教育・保育や，地域の子ども・子育て支援を総合的に推進すべく，平成 24年 8月，
「子ども・子育て関連 3法」2）が可決・成立し，平成 27年 4月から，それに基づく「子ども・子
育て支援新制度」（以下，「新制度」と略す。）の本格スタートが予定されている。新制度は，「質
の高い幼児期の学校教育・保育の総合的な提供」，「保育の量的拡大・確保，教育・保育の質的改
善」，「地域の子ども・子育て支援の充実」といった，すべての子どもに良質な育成環境を保障し，
一人ひとりの子どもが健やかに成長することができる社会の実現を目的にしている3）。具体策の
一つとして，学校と児童福祉施設としての法的位置づけを持ち，幼児教育と保育を一体的に提供
する「認定こども園」の普及を推進し，どのような働き方の親の子どもについても，学校教育が
受けられる環境を目指している4）。加えて，地域のニーズに応じた多様な子育て支援，待機児童
解消のための保育の受入れ人数の増加，子どもが減少傾向にある地域の保育支援が，主な取り組
み内容となっている 5）。この新制度では市町村が実施主体となり，地域の実情を反映した事業計
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画を策定し，それに基づき施設やサービスを整備・実施していくこととなっており，事業計画の
策定に向け，各市町村では地域の保護者を対象にニーズ調査が実施され始めたところである。
このように，子ども・子育て家庭のニーズをすくい上げ，幼児教育・保育・子育て支援の質・
量の充実を目指した新制度開始に向けた準備が進められようとしているが，新制度の基本的認識
で「子育てについての第一義的責任を有する」とされている保護者については，保育者がその対
応に苦慮している現状が報告されている。望月（2008）6）は，虐待遭遇経験のある保育士を対象に，
保育士が子どもの虐待を疑った時の対応と，その際に苦慮したことを検討した。その結果，保育
者は，保護者とのコミュニケーションの取り方，虐待と躾の見極め，通告時期の判断，他施設と
の連携，虐待の認識や価値観の違いに，対応の難しさを感じていることが明らかになった。また，
久保山（2009）7）が幼稚園・保育所に勤務する保育者を対象に，保育者にとっての「気になる保
護者」8）を尋ねた調査によると，幼稚園では「子ども観や子どもの見方が気になる」，「子どもや
育児に対する不安・心配」，「子どもに対して過保護，過干渉」，「園に関心が薄い，協力的でない」
のカテゴリーが順に高い割合を示したのに対し，公立保育所では「子どもに無関心，放任」，「子
どもより自分（保護者）中心」，「子どもに対して乱暴」，「保護者の病気や病的な状態」のカテゴ
リーが高い傾向が見られた。加えて，保育園保育士を対象に「気になる保護者」についてアンケー
トを行った藤後（2010）9）によると，「気になる保護者」は子どもの年齢が上がることに増加し，
養育態度や親子関係が最も気になる行動として保育者に認識されていることが明らかとなった。
これらのことから，虐待（身体的虐待，ネグレクト）や障害の可能性が疑われるケースに限らず，
日常的な関わりの中でも保育者が保護者支援に何らかの難しさを感じていることは明らかであ
る。
しかし，これらはいずれもアンケート調査で，かつ，保護者支援の実態とその難しさに焦点を
あてたものであり，その対応の仕方や子どもへの影響を含め質的研究により言及した調査は類を
見ない。
そこで本稿では，保護者支援から見えてくる保護者の現状を明らかにした上で，子どもを取り
巻く環境に関する今日的課題について検討することを目的とする。なお本稿では，子どもの成長
過程に最も影響を及ぼすと思われる保育者，保護者という人的環境の視点から，課題を捉えてい
くこととする。
II　研　究　方　法
1.　対象者
社会福祉法第 82条及び児童福祉施設最低基準第 14条の 310）には，苦情解決に関する規定が明
記されている。これを根拠に，保育所では苦情解決に関する規程や窓口，委員会等が整備されて
おり，苦情解決体制における責任者は，施設長や理事等が務めることになっている11）。このこと
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から，保育所における保護者支援に関する事例が施設長に集約されることを推測し，対象者は保
育所の園長（園長代行を含む）とした。研究の趣旨や倫理的配慮等を事前に説明し，調査協力を
依頼した結果，保育士資格を有する 3名の園長（うち，園長代行 1名を含む。以下，「保育者」
という。）から同意を得た。対象者の平均保育経験は 33年で，3園中 2園において，通園児以外
に地域の子育て家庭を対象とした事業（一時預かりや地域子育て支援，園庭開放）を行っていた。
2.　データの収集方法
調査期間は 2013年 9月 4日から 9月 27日で，1対 1の半構造化面接によりデータを収集した。
データは，事前に対象者から許可を得たうえで面接内容を ICレコーダーに録音し，逐語録をお
こした。面接では，対象者が自由に思いを語れるようを意識しながら，日常的にどのような場面，
あるいは手段を用いて保護者と関わりをもっているか，所属機関における保護者支援の具体的な
事例とその対応方法や，保護者支援に対する思いを中心に質問を行った。
3.　分析方法
得られたデータから逐語録を作成した後，修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（以
下，「M-GTA」という。）を用いて分析した。M-GTAは，看護領域における質的研究の分析方法
として，1960年代に B.G.グレイザーと A.L.ストラウスによって考案されたグラウンデッド・セ
オリー・アプローチを，木下（2003）12）が実践的に改良・発展化した研究手法である。近年では，
看護，保健，医療領域に加え，福祉，教育，心理など，様々なヒューマンサービス領域における
質的研究技法として高い評価を得ている。木下（2003）13）は，人間と人間が直接的にやり取りを
する社会的相互作用に関わる研究であること，ヒューマンサービス領域に関する研究であること，
研究対象とする現象がプロセス的性格をもっていることの 3点を，M-GTAに適した研究として
挙げている。本研究は，保育者と保護者の相互作用から導き出される子どもの環境について検討
することを目的としている。また，子どもの環境に関する今日的課題は，保育者と保護者の経年
的な関わりや，保護者が育ってきた環境というプロセスを通じて形成されてきた事象に基づくも
のである。これらのことより，本研究では分析方法としてM-GTAを採用した。
分析は，M-GTAが求めるプロセス14）に基づき，逐語録の中から保護者支援，子どもを取り巻
く環境等に関する文脈をチェックした。そこから分析ワークシートに具体例を書き込み，概念化
し定義を設定したうえで，類似例や対極例等を理論的メモに整理し，複数の概念の関係からなる
カテゴリーを生成した。カテゴリー相互の関係から分析結果をまとめ，その後，概念間の関係図
（図 1）とストーリーライン（概要を簡潔に文章化したもの）の作成を行った。
4.　倫理的配慮
対象者には，事前に調査の目的，方法，プライバシーへの配慮等について口頭及び文書で説明
36 東北福祉大学研究紀要　第 38巻
を行い，自由意志に基づき同意書を得た。また，面接の際，語りたくない質問には回答を拒否す
ることができること，面接の途中でも対象者からの申し出により面接を中断，中止ができること
に加え，参加に同意した場合でも随時これを拒否及び撤回することができることを説明した。な
お，本研究は研究者の所属する大学の倫理委員会の承認を得て実施した（東北福祉大学研究倫理
委員会）。
III　結　　　　　果
M-GTAの分析手順に従い，分析ワークシートを作成し，概念，カテゴリーの解釈を行った。
その結果，22の概念と 8つのカテゴリーが生成された。以下文中において，カテゴリーは【　】，
概念は〈　〉，インタビュー対象者の具体的な語りの引用は “　”で示す。なお，具体的な語りの
内容に対する補足は，（　）で示す。
1.　ストーリーライン
ライフスタイルの多様化が進む中で，保護者には子育てや保育所に対する〈考え方，価値観の
多様化〉が見られる。日々の保育や行事に関し，保育者に自らの要望について〈直接的な意思表
示〉をする保護者の場合，それがクレームという形であっても，保育者には互いの理解，意思の
疎通につながると，前向きに捉えられることもあるが，むしろ〈間接的な意思表示〉が見られる
保護者に対して，保育者はその心情を把握することに苦慮している。このような点において，【保
護者からのクレーム】に対する保育者の思いとしては，対極性が存在しているが，いずれの場合
図 1　保護者支援における概念関係図
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においても，〈日々の丁寧な関わり〉，〈組織内の連携〉を念頭に保護者支援を心がけ，特に〈間
接的な意思表示〉を示す保護者に対しては，〈保育者からの働きかけ〉を意図的に行うことで，【信
頼関係の構築】に努めている。
また，最近の傾向として親の病気や介護など，保育所への〈入所理由の変化〉が目立ち始めて
いる。子育ての中心的役割を担う母親だけでなく，父親も含めた〈家族全体に対する支援〉が必
要なケースも存在するが，〈プライバシーや個人情報保護の問題〉が絡み，支援の必要性を感じ
つつも踏み込むことが難しい現状もある。こうした【複雑な事情を抱える家庭】への支援は保育
者への負担増につながっている。これに対し，保育所で〈様々な角度からの対応〉を試みながら，
保育所だけで対応しきれない部分については〈関連機関との連携〉をはかることで【多角的な支
援】を行っている。
加えて，保育所では〈保護者同士の交流〉が見られる場面もあるが，〈深い関わりを避ける保
護者〉が増え，いざというときに助けあう相互扶助の関係は育ちにくい状況にある。また，働く
母親の場合は，仕事を通じて〈社会とのつながり〉が保たれる一方，働いていない母親の場合は
それがないため，〈社会からの疎外感，孤立感〉を感じやすい傾向にある。こうした傾向を保育
者は，親自身が育ってきた環境，育てられ方の影響といった〈育ち方の連鎖〉が背景にあるので
はないかと捉えており，【人間関係の希薄化】が保護者支援における問題の一つになっている。
これに対し，保育所では行事等を通じて親同士をつなぐ〈きっかけづくり〉を心掛けているもの
の，親自身の意識を変えるのは容易ではなく，【人をつなぐ支援】は保育者の意図するようにい
かない状況である。
こうした保護者の姿から，保育者は，〈「親の写し鏡」〉のように保護者の心身の状態が子ども
の態度，様子に反映されることや，子どもが〈狭い価値観〉の中だけで育つこと，他者との関係
形成がしにくくなるといった〈関わり方の連鎖〉に，【子どもへの影響】が及ぶことを懸念して
いる。
これらの課題に対し保育者は，子どもの将来を見据え，保護者が〈親のあり方〉を再考するこ
とが必要だと感じている。保育者には，〈子どもを中心にした思い〉が先にあり，保護者支援に
おける諸課題についても，子どもを第一義的に捉え対応を検討している。しかし保護者の場合，〈子
どもを中心にした思い〉が必ずしも先に立たない場合があり，【保育者が求めるもの】との間に
齟齬が生じている可能性がある。
以上のストーリーラインを示す概念図を，図 1に示す。
2.　カテゴリーごとの説明
1）　保護者からのクレーム
数十年の保育歴を通じて，保育者は，昨今，保護者の子育てや保育所に対する〈考え方，価値
観の多様化〉が見られることを感じており，“子どもが育つ環境が変わってきているのと同時に，
38 東北福祉大学研究紀要　第 38巻
それだけでなく，親の環境が変わってきているのと，考え方もその人によっていろいろで，いろ
いろな親御さんがいるなと感じることが多い。”と語っている。そうした〈考え方，価値観の多
様化〉により，保育所に対して，クレームという形で〈直接的な意思表示〉を示す保護者も見ら
れる。日常の中で起こる小さな出来事やクレームは，例えば，『洋服がなくなった』，『他の子の
汚れものが入っていた』など，“保育士からすれば些細なことのように思う。”場合も少なくない。
そうしたクレームに対し保育者は，“それこそ価値観の違いよね。”という視点で受け止め，“言っ
てきて下さった方が保育園に対してどう思ってるかな，とか，この親御さんはこういう風にした
いんだな，とか，子育てに対してこう考えているんだな，というのがわかる。”，“それ（クレー
ムという形）でも言ってくれる人はいいと思う。”と，必ずしも批判的に受け止めているわけで
はない。
反対に，時には，“（保育所を）とびこえて福祉事務所に直接いかれることもあるし，逆に福祉
事務所とか保育課から（保護者からの苦情，相談に関する）情報が入ることもある。”ように，
保護者から保育所に対し〈間接的な意思表示〉が見られることもある。この〈間接的な意思表示〉
は，「保育所に対し何も語らない」という態度で示されることもあり，“ただ預けるだけ，という
感覚でものを言わないのか，言っても無駄だと思っているのか，その辺はわからない。”，“言っ
てくれないと，どう思っているかな，と思うし，思っていることすら気づかないこともある。”
と保育者を困惑させている。そうした保護者の姿を保育者は，“ひょっとすると自分の子どもの
姿を捉えられていないのかもしれない。”ため，何も言ってこないのかもしれないと推測してい
る。
2）　信頼関係の構築
こうした【保護者からのクレーム】に対し，保育者は “小さなケガでも親によってとらえ方が
違うし，そういうあたりでの対応ではだいぶ私たちも苦しくなってきています。大分慎重に，丁
寧に対応しなければならないなということを感じてます。”と支援の難しさを実感しながらも，
“日常的なことは丁寧に対応していけばなんとか解決できるところもあるし，信頼関係を築いて
いくためにも，丁寧に対応していけば大丈夫な事例はたくさんある。”，“説明を丁寧にやってい
くことで，いまではほとんどクレームはなくなったかな。”と〈日々の丁寧な関わり〉により解
決に結びつけている。また，いずれの保育所においても，「子どもに関することは基本的には担
任が対応するが，親が納得しないようなケース，保育所全体に関する意見，質問が寄せられた場
合は主任や園長が対応する」という，ある一定の体制を整えている。加えて，“みんなが認識し
て共通理解しておけば，誰でも（その保護者に）声をかけられるようになるので，そういう連携
だけは怠らないようにしましょうと，職員の中でするようにしています。”という語りにあるよ
うに，〈組織内の連携〉が強く意識されている。他方，〈間接的な意思表示〉を示す保護者に対し
ては，“親御さんの方も，プライベートなことを私たちに言えるかというとそういうわけではな
くて…。”と，その心情を推し量りながら，子どもだけでなく保護者の日頃の様子や変化にも気
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を配っている。そのうえで，“親との何気ない世間話だとか，行事の時の子どもたちの姿を交え
ながら，何気なく（気持ちを）さぐり，「もし何かあったら遠慮なく言ってね」，ということにし
ています。”という語りにあるように，さりげなくしかし意図的に〈保育者からの働きかけ〉を行っ
ている。
3）　 複雑な事情を抱える家庭
社会状況の変化に伴い，最近の傾向として，介護や病気，特に母親が心の病を抱えていること
から保育所を利用するケースが増えてきており，〈入所理由の変化〉が見られる。男女平等とい
われる世の中であっても，やはり子育ての中心は母親が担うことが多く，子どものことに関し，
保育者が心の病を抱えた母親とコンタクトをとることもある。しかし，“一応そういう方（心の
病で感情のコントロールが難しい母親であるということ）だというのは，こちらも認識して職員
で確認して，そういう事例があれば些細なことも職員で確認するようにしています。お話の聞き
方とか伝え方とか，私たちもすごく意識してやるんですけど，それがうまくいかなかった時が大
変。うまくいかなかった事例もあります。”という語りにあるように，細心の注意を払っても，
母親の病状に左右されたり，言葉の選び方，伝え方等，コミュニケーションの取り方に大変な苦
労を抱えている。なかには，“最近の事例で一番難しかったかなと思う。ともするとこっちもお
かしくなってしまうんじゃないかと…。”という語りもあり，こうした保護者に対する支援が保
育者にとって非常に大きな心理的負担，ストレスになっていることがいえる。こうしたケースの
場合，母親への直接的なフォローアップはもちろん，“家族の問題になれば，お父さんとどうい
う風にコンタクトをとっていったらよいかという問題”が出てくる。“仕事が終わったお父さん
に保育所に来てもらって，「お母さんをどうフォローしたらよいかな」と面談をさせてもらって，
陰の部分で（支援に）つなげた家庭もある。”ように，父親も含めた〈家族全体に対する支援〉
が非常に重要になってくる。
また，保育者は，身体的虐待やネグレクトが疑われるケースを含め，潜在的に，あるいは今後
顕在化しそうな問題を事前に察知し，支援の必要性を感じる場合もある。しかし，それにもかか
わらず，〈プライバシーや個人情報保護の問題〉から家庭に容易に踏み込めないことにもどかし
さを感じている。“大きい事故や事件につながりかねないことだってあるかもしれない，知らん
ぷりしているつもりじゃなくても，もしかして何か起きてからでは遅いというケースがあるかも
しれないので…。お家でどうしているんだろうとか心配なケースもあるので。今はプライバシー
の関係で（中略），個人情報が絡むと踏み込むのも難しい。”と，介入の必要性を感じても，即支
援に結びつけることができないことに，歯がゆさを感じている。
これらを総体的に “子どもと付き合うより大人と付き合う方がてんで難しい。”，“（子どもへの）
保育っていうよりは，保護者支援，家庭支援の方が多いと思う。”，“子どもの（障がい，虐待に
関する）対応といっても，親を変えていくのは難しい。”と捉えている保育者の語りに象徴され
るように，前述のクレーム対応に比べ，【複雑な事情を抱える家庭】に対する支援は極めて困難
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かつ心理的負担が大きいことがわかる。
4）　多角的な支援
こうした【複雑な事情を抱える家庭】に対し，保育所ではカウンセリング等の専門的な研修に
参加し勉強を重ねたり，専門家から助言・指導を頂きながら，必要に応じて家庭訪問を行うなど，
ケースに応じて〈様々な角度からの対応〉を試みている。しかし，“私たち（保育所）だけで解
決しようとすると限られてくる部分もある。”ため，保健師や区役所，福祉事務所など，様々な〈関
連機関との連携〉を通じて解決を試みるケースが増えている。この〈関連機関との連携〉は，難
しいケースの対応を単に専門家や専門機関につなぐという意味ではなく，“丁寧に関わるという
ことの一環ともいえるかな。私たちで解決できないからどうしたらいいかな，で終わるのではな
くて，どうしたら解決できるのかというのを，外部機関の力も借りながら広げていく。”と捉え
ている。また，“私たちが話すよりも第三者からの話の方がお母さんたち（の頭）に入ることも
あるし，また違う面で情報を入れて頂くとスムーズにいくこともある。”ことから，外部の専門
家や機関とそれぞれの立場を活かし，わきまえ，役割分担をしながら，多角的な視点で家庭を支
援しているといえる。
5）　人間関係の希薄化
保育所に通園する親同士に関しては，懇談会や朝夕の送迎の機会を通じて，〈保護者同士の交流〉
が見られることがある。ここでは，親同士が子育てに関する相談や情報交換をしあう姿が見られ
る一方，“なるべくつながってほしいなと思うし，働いているからこそいざというときに隣近所
に助けてもらえる関係性を築いているといいよ，と（保護者に）いっているんだけど，『園長先生，
無理だよ』と言われることが多いですね。”という語りにあるように，保護者同士の相互扶助の
関係が形成されにくい現状がある。保護者同士の相互扶助について，保育者は “お母さんも助か
るけど，子どもにもいい。違う家庭を見たり，違う家庭の価値観を感じるっていう意味で。”と
いう語りにあるように，子どもの経験や価値観を広げる，人との関わり方を学ぶという面におい
て，その必要性を感じている。しかし，現実的にはそうした関係形成が少なくなってきており，
中には “保育園も送迎，延長をそんなに広げてしなくたって，昔は親同士が 5組くらい組んで，（迎
えに）行けなければ誰かにお願いするっていうことをやってみたりしてたんだけど，今はそうい
うことをするんだったら，お金出してもいいから『保育園がやってよね』って言う感じ。お金で
済むんだったらお金で，と…。” と，〈人との関わりを避ける保護者〉がむしろ増えてきている。
こうした傾向は地域の子育て家庭を対象とした事業に参加する保護者においても同様で，子ども
のことで誰かと関わらなければいけなくなったり，またそこでトラブルが生じたり嫌な思いをす
るくらいなら，子育て支援活動に参加せず，自宅にこもっていた方が良いと思う保護者も見られ
るようになっている。こうした現状を保育者は，“でもそれで親は楽かもしれないけれど，子ど
もはかわいそうだなと思う。”と，危惧している。
また，働いている母親の場合，子育てと仕事の両立という大変さを抱えつつも，仕事を通して
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満足感を得られたり，人との関係性を築くなど，様々な意味で〈社会とのつながり〉が保たれる。
しかし，専業主婦や病気等により働いていない母親の場合はそれが得られず，〈社会からの疎外感，
孤立感〉を感じやすい傾向にある。こうした母親の場合，“地域でそういう話（悩み事）をでき
る相手がいないし，地域の人に話したがらない。だから，少し距離のある微妙な人間関係の人（保
育所の保育士）には相談できるけど，これから先も付き合っていかなければならない人には言え
ないとか…。”という語りからも，近隣の他者と深い関係を築くには至らず，孤立感，孤独感を
感じながら子育てをしている状況が伺える。
こうした現状に保育者は，“親も育ってきた環境の影響が大きいから。”，“お母さんを育てたお
母さん世代がどう育ってきたかなんだよね。”，“お母さんの前の世代の方たちもそうだったの 
か…。社会がそうなっちゃったのかな。”と〈育ち方の連鎖〉に起因するのではないかと推測し
ている。
6）　人をつなぐ支援
保護者に対し，夏祭りや同窓会など保護者主催の行事を後方支援すること，すなわち，保育者
主導ではなく，かつ，保護者同士が表面的な関わりだけでなく，必然的に協力し合いながらコン
タクトをとる機会を意図的に用意することを通じて，自然に親同士が集まりあえるような〈きっ
かけづくり〉を保育所は行っている。親同士がつながりあい互いに行き来しあうことで，その子
どもが他の家庭の様子，価値観を垣間見る機会が得られ，豊かな経験につながることを保育者は
期待し，“保育所は親同士をつなぐ場でもあるのかな。”と役割を見出している。
しかし，いくら保育所がそうした機会を用意したり働きかけを行っても，“保育園だけでは限
界がある。すべてできない。”，“やっぱり親同士だよね。問題は。”という語りにあるように，親
の意識を変えることはそう容易ではないことが伺える。
7）　子どもへの影響
こうした保護者の様子から，次のような【子どもへの影響】があることを，保育者は危惧して
いる。
まず 1点目は，“子どもを豊かにしていくということは，お母さん自身も心が豊かでないと，
子どもも豊かになれない。親の姿＝子どもの姿に生きてくるような気がするな。”という語りに
もあるように，いわば〈「親の写し鏡」〉のように，親の心身の状態や関わり方の影響が子どもの
姿に如実に表れることである。実際，“こちらからも，どの親御さんにも分け隔てなく声をかけ
るようには心がけているんだけど，表情にしたって挨拶の返し方一つにしたって，今日はお母さ
んおかしいな，とか何かあったかな，とかわかるし…。何かおかしい理由を言ってきてくれれば
わかるが，どうしたんだろうと思うことがあれば気になるし。それが子どもにも出ていたりとか，
そうすると，やっぱり今日は（親の調子が）悪いのかな，とか思うので…。”という語りにある
ように，日常生活の中で親が抱える気持ちの浮き沈みやそこからくる子どもへの態度が，子ども
自身の姿に現れていることがある。こうした現象が一過性のものである場合は，それほど大きな
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問題にはつながらないが，例えば，母親が心の病を抱えている場合，“子どもも大人の顔色を見
たり，また何か言ってるんじゃないかと感じたり…。神経質になっている，神経過敏になってい
るところがあって，見ていてかわいそうだなと思いましたね。私たちも気づかれないよう一生懸
命普通に接しているつもりではあったけれど，親御さんの調子が悪ければてきめんに（子どもに）
影響するので…。”と，母親の心身の不安定さが子どもの情緒面に影響を及ぼしている。
2点目は，〈人との関わりを避ける保護者〉が増え，〈親同士のつながり〉が少なくなることで，
ますます〈狭い価値観〉の中でしか子どもが育たないことである。人づきあいを苦手とする親の
影響で，“違う家庭を見たり，違う家庭の価値観を感じるっていう，そういう場面が今は少なくなっ
てきているなって。”，“（親が）子どもを縛ってしまっている部分ってあると思う。自分の価値観
の中に子どもたちを閉じ込めてしまっているというか…。”という現象につながっており，子ど
もの世界やそこから広がる可能性を，親によって狭められてしまっていることに，保育者は問題
を感じている。
こうした親の様子に加え昨今の社会状況も鑑み，保育者は “昔はいろんな価値観に触れてきた
し触れざるを得なかったけど，いまは親御さんだけの価値観の中で育つ時代だから…。ましてや
母子家庭，父子家庭となったらより狭い中の関係で育つから，子どもも大変だなと思う。親も大
変だけど。”と語っている。ここで語られた子どもに関する「大変さ」とは，“その中（親だけの
価値観の中）で育つと，子ども自身も将来，人を受け入れることがなかなかしづらいとか，それ
をしたくない，どうしていいかわからなくなる。だから構えてしまったり，疲れてしまうから（人
と関わることを）やめてしまえ，ということになるんだろうね。”という意味での「大変さ」で
ある。すなわち，保育者は，幼いころから親の影響で人との関わりが薄いまま育つと，人付き合
いをわずらわしく感じる，人との関係性を築きにくくなるなど，〈関わり方の連鎖〉という影響
が見られることを懸念している。　
それに対し保育者は，“『親が子どもにできることは，直接何かをすることよりも，どんな人に
出会わせるかとかどんな体験をさせるかということの方が大きいかもよ』，とお母さんたちに機
会があるごとにいう”よう努めているが，“（保護者には）ぴんと来ていないみたい。”と，保育者
が期待するような反応が得られにくい現状がある。
8）　保育者が求めるもの
数十年の保育経験を踏まえ，保育者は，良くも悪くも “親のあり方で子どもの世界は変わる”
と考えている。そうした意味で，〈親のあり方〉について “親も子をもって初めて自分の殻（性格）
を破らなきゃならない部分があると思う。”，“自分とは違う考えの人もいるんだということにま
ずは気づいて，少しずつ折り合いの付け方を学んでもらわなければならないんじゃないかな。”
と語っている。また，“子どもにいろんな体験，経験はしないよりはさせた方が良い。”，“人に何
かしてもらったこと，言ってもらった記憶がまた次の世代につながるのかな。そのあとで生きて
くれば良いと思う。それがその子を育てていくことになるんじゃないかな。”と，子どもの今だ
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けでなく将来を見据え，親は子どもに様々な機会や人との出会いを積極的に与えるべきだと考え
ている。
こうした考えの根幹には，次の語りに象徴される保育者の思いが存在する。“こちらが対応に
困ることもあるけれど，いろんな方がいるんだ，子育てに対する考え方も色々あるんだというこ
とを認識した上で，私たちも嫌だとか困るなだけじゃなくて，対応を考えていかなければならな
いというのがあって，そのために子どもを真ん中においてどういうふうに対応していったらよい
かなということを考えるようにしています。”。すなわち保育者は，人的環境を含め，子どもを取
り巻く環境がその成長過程にとってどうあるべきか，どうかかわるべきか，また，どうなること
が子どもにとって最も望ましいものであるか，あくまでも〈子どもを中心にした思い〉から保護
者支援を考え，実践にうつしている。
IV　総　合　考　察
今回の調査の結果，【保護者からのクレーム】に対しては，〈日々の丁寧な関わり〉等により保
護者と【信頼関係の構築】をしておくことで解決につながり，また，大きなトラブルを未然に防
ぐ予防線にもなっていた。その一方，【複雑な事情を抱える家庭】への対応，保護者の【人間関
係の希薄化】に関し，保育者は特に対応に苦慮し，【子どもへの影響】を懸念していた。こうし
た保護者に対し，保育者は常に〈子どもを中心とした思い〉が原点にあり支援を行っているが，
そもそもその点において保護者との間に少なからず齟齬が生じているのではないだろうか。
これに関連し，「気になる子ども」の保護者と保育士の関係について調査した木曽（2011）15）は，
「保育士は “子どものため”という思いだけで支援を行うことができるが，保護者は自責感や否認
等の負の感情と向き合わなければならない」と述べている。また，木曽は “子どものため”とい
う思いが保護者に理解されないことで，保育士が保護者との関わりの初めに困り感を頂くことも
指摘している16）。保育士は，一人ひとりの子どもの最善の利益を第一に考え，保育を通してその
福祉を積極的に増進する専門職であるため，必然的に子どもを中心に据えたうえで諸問題に向き
合う。しかし今回の結果から，保護者の場合は，時として「子どものため」より「自分のため（嫌
なことは避けたい）」という思いや都合が優先される場合があるといえる。またこのことから，“子
どものため”という思いより先に保護者が自分自身の感情と向き合う傾向は，前述の木曽の調査
が対象とした，「気になる子ども」の保護者に，必ずしも限定されたものではないということが
伺える。
また，保護者自身が普段，人間関係の希薄さや人と関わってきた経験の少なさに困難さを感じ
ず，その弊害に気づいていなければ，保育者が「子どものために…」とどんなに諭しても，その
言葉は実感をもって響きにくいであろう。こうした保護者の場合，そもそも親としてどうなるこ
と，どうすることが子どものためになるのか，ということに気付きにくいため，保育者との間に
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感覚のずれが生じるのではないだろうか。あるいは，子どもへの関心より保護者自身が抱える問
題の方が大きければ，子どもの変調，ましてそれが保護者や家庭内の問題が原因となっているこ
とには気づきにくく，自分のふるまいを顧みるきっかけには至りにくいのではないかと思われる。
このように，〈子どもを中心にした思い〉が優先されなかったり，そうした思いに行きつかな
い保護者の姿から，保育者にとっては，子どもがおざなりにされた家庭環境の中で育つことに危
機感やもどかしさを感じているといえる。保護者，保育者双方に立場や事情，役割の違いはある
が，子どもにとって最も身近で影響力のある人的環境といえる両者が，子どもの健やかな成長の
ために理解と連携を深めていく必要があろう。
加えて，こうした保護者の背景には，保護者自身が育ってきた環境の影響が大きく，今回の結
果では，さらにそれが子どもへ連鎖，影響を与える可能性が見出された。親から子への世代間連
鎖については，子どもの貧困に関する問題が注目されているが，価値観や人との関わり方や関係
性の築き方といった人間関係，社会性の面に関しても，その連鎖の問題を考えていく必要がある
のではないだろうか。
「子どもを産み育てやすい環境づくり」は，保護者の都合にあわせ，保護者にとって子育てが
しやすい環境というだけであってはならず，「子どもが健やかに育ち成長できる環境づくり」で
もなければならない。保護者を支援することは，単に保護者を助けるためだけでなく，その保護
者に養育されている子どもの生活環境の安定化や，その成長を心身ともに支えることにつながる。
そしてその点において，保護者支援の重要性がある。それゆえ，子育て支援サービスは今後ます
ます充実化が図られるべきではあるが，サービスの利便性，充実さゆえに保護者が保護者として
の役割やあり方を見失わないよう配慮しながら，慎重に検討していくことが必要であろう。
V　今 後 の 課 題
本研究は，長年保育に携わってきた保育士の語りに基づいたものであり，保護者の思いや変遷，
背景については，保育士の推測，視点から捉えられたものである。そのため，今後は保護者を対
象に，子どもや子育て及びその環境について調査を行う必要がある。また，保育者の調査人数や
対象の幅を広げ調査内容を深めていくことも，今後の課題としたい。
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註
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